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システム化研究
知識ベースの調査
システム分析との適合性
調査分析手法の選択、システム分析フェーズの各アクティビティの展開期間パターンの提示、ブロック・チャートの展開パターンの提示等に使えそうである。

調査対象
プロダクション規則およびプロダクション・システム


定義（知識表現の概念）
知識を「もしこの条件（Condition）が成立したら、この行動（Action）が適切である」という形で表現する。



手法との関係（推論、検索、RDBなど）
目的駆動、データ駆動、いずれの推論方法も適応可能（例：MYCINは目的駆動型推論）。

知識の表現方法（構造図、情報関係図）
・プロダクション・システムは①ルール・ベース、②文脈（Context）、③インタプリンタから構成される。
・インタプリンタは①照合、②競合解消、③行動というステップを繰り返すことで結論を導く。
・照合は、利用者が与えたデータからそれに関係する規則を学ぶ過程であり、計算機資源を最も使うため、ルール・ベースの構造、文脈のデータ構造を工夫する必要がある。（例１：見出しや分割、例２：文脈木（MYCIN）、黒板（HEARSAY）、意味ネットワーク（PROSPECTOR））
・競合解消は、ある条件を照合して求めた複数の規則から一つを選択する過程であり、各システムで種々の工夫がこらされている（例：ルールに順序が定めてある。可能な規則をすべて調べる）。



その他の特徴（検索時間、知識表現の容易性 など）
＜長所＞
・各規則の独立性が高いので、規則の追加、削除が容易である。

・専門家の知識を表現するのに最も一般的な表現方法である。
＜短所＞
・各規則の独立性の高さが、大規模なシステムにおいては効率を悪くする。
→照合、競合解消に関係

・アルゴリズム的な知識を表現しにくい。


応用システム例
MYCIN

DENDRAL

PROSPECTOR

など

知識の扱い方（知識の整理方法、適用条件の設定、適用順序の決め方 など）
・整理方法は未確立。KJ法、デシジョン・テーブルなどを応用して整理する必要がある。
・適用条件、制約などまだ明確になっていない。
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矢印はデータの
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